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研究成果の概要（和文）：本研究では、日本語学習者の読み書きを支援することを目的とする２つのウェブシス
テムを構築した。１つ目は、読解支援を目的に文章の読みやすさを自動判別するシステム「jReadability」であ
り、２つ目は作文執筆を支援する目的で文章の能力値を自動判定する「jWriter」である。
「jReadability」は入力された文章の読みやすさを６レベル（初級前半～上級後半）に自動判別する機能を実装
している。「jWriter」は入力された文章の熟達度を５レベル（入門～超級）に自動判別する機能を実装してい
る。どちらのシステムも「https://jreadability.net/」で公開している。

研究成果の概要（英文）：We constructed two web systems aimed at supporting Japanese learners' 
reading and writing. The first is a system "jReadability" that automatically determines the 
readability of sentences for the purpose of reading comprehension, and the second is "jWriter" that 
automatically determines the ability value of sentences to support composition writing. 
"JReadability" implements a function to automatically determine the readability of the input text at
 six levels. "JWriter" has implemented a function to automatically determine the proficiency of the 
input sentence to 5 levels. Both systems are published at "https://jreadability.net/".

研究分野： 日本語教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで文章の判定は、教師による主観的指標に基づいて行うことが多かった。こうした主観的指標に基づく判
定では、評価の客観性、信頼性が担保されない。信頼性が担保されない仕組みでは、体系的なシラバスによる教
育が難しい。こうした現状を変えるべく、本研究では、リーダビリティや自動判定の技術を利用した信頼性の高
い評価方法を提案している。
本研究が提案する仕組みを利用することで、信頼性の高い評価ができ、教育カリキュラムの体系化にも貢献する
と考えられる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
近年，文科省が打ち出しているスーパーグローバル大学創成支援事業の推進において，優秀な
留学生の獲得と彼らに対する日本語教育の充実化は喫緊の課題として挙げられている。とりわ
け，大学レベルで研究活動を展開するためには，「読む力」と「書く力」が重要であるが，いわ
ゆる中上級学習者の自立的な読み書き活動をトータルでサポートするウェブツールは現在のと
ころ，存在しない。こうした状況を踏まえ，本研究では，最新のウェブ技術と統計的な手法を
使って，既存のツールを有機的に関連付け，中上級話者の自立的な日本語学習を支援するウェ
ブシステムとして「中上級話者のための読み書き支援システム」を開発する。 
 
２．研究の目的 
本研究では中上級話者の「読む力・書く力」を伸ばすための自立学習支援システムを構築する。
「読む」ツール「jReadability」では学習者の言語能力に応じて文章全体の難易度や語彙や文法
項目などの構成要素をレベル別に提示し，学習者の「読む」活動を支援する。「書く」ツール
「jWriter」では，大規模な作文コーパスから作成したレベル判別のための公式を実装し，作文
の達成度を自動判定すると同時に「良い作文」に導くためにコメントを表示し，「書く」活動を
支援する。さらにユーザーインタフェースを多言語化することでユーザービリティを向上する
とともに SNS を利用した協同学習の仕組みを作り，持続性のある「読み書き」支援システムを
作る。 
 
３．研究の方法 
「jReadability」（https://jreadability.net/sys/ja）：１）コロケーション辞書に基づく文法項目のリス
トと文法項目抽出のアルゴリズムを開発し，「読む」システムに実装する。２）多変量解析の方
法で評価指標およびフィードバック用の文言を作成する。 
「jWriter」（https://jreadability.net/jwriter/）：１）作文データの定量的分析結果をもとに，習熟度
別に入門、初級、中級、上級、超級の 5 段階で評価を行う。２）ユーザーと同じ言語能力を持
つ集団の平均的なテキスト情報量をもとに，熟達度をグラフで示すと同時に、より良い作文執
筆のためのアドバイスを行う。 
「jReadability」「jWriter」共通：１）インタフェースを多言語化する。２）テキスト中の語の関
係を可視化するツールとして共起ネットワークとワードクラウドを実装する。 
 
４．研究成果 
「https://jreadability.net/」という独自ドメインで、科研費で構築システムを公開しており、

Google アナリティクスによる解析結果によると「jReadability」は、20,742 ユーザー、97,997 ペ
ージビューを記録した（2019.5.31 現在）。「jWriter」は、5,231 ユーザー、12,697 ページビュー
を記録した（2019.5.31 現在）。 
また、明治大学にプレイスメントとして「jWriter」を提供しており、来日直後の学習者の日

本 語 能 力 判 別 の た め に 利 用 さ れ て い る 。 「 jReadability 」 は
https://jreadability.net/sys/bibliography?lang=ja に記載している 29 件の研究において活用されて
おり、様々な形で研究支援を行っている。 
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